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江 戸 時 代
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芭

｀ 
II 5 の彬‘分諸在萬 水矢田勝名郷地 郷の村高郷烹贔 敬村 火 田権

検地 取な開頭 の塁→ がの が 開現

山 りど発会図仮
財政! し 分国 → 

建 各 かが
郷

が王し入にの 屋
L べら 割帳 地竿次

て
れる 築改

行社 ら れよエ L が ら つ
わ＾べ口つ事六で が 方帳 れ さ

れ日帳完成゜ てが 0巻 き
・ 作懇 L に L る 慶 れ 土

る枝閂ヽ '- '始 る
始らががきが る

が 大まが まれ作作てで

> の
でき小穴持る完成 るる らら 測き

にる村新神社 す
れれ量る
るるを に

動
参詣 田 る す 及

ほの る ぶ
す ぼ石 き
る

完成 灯が

す造
るら

れ
る

八 八 八八 八 七七七
西

五 四 合
八八七

暦
七五 七：：：：一

迫ペ 天 発こ大旦異

籠店敬
寛政 天田

るリ 保 すろ塩 明沼
l の る百平 のの意次 中
が

塁
姓八打払

改革 饉大飢 ‘ 

喜 一郎 央
は 揆のい 全全 が老

に じ ・乱 令

胃
始‘中 の

塁
ま 打おを ま四と
る ちこだ る年間なる 動

し こるす
開 わ゜ 悶 つ き
国 しこ づ
を 頻の し ＜ 
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明 治 時 代 江戸時代

明

治

八

明
治

明

治

五

明

治

四

明
治

明
治

＇ ノ‘

慶元文文文安
応治久久久政

ー一三ニー五

一
八
七
五

一
八
五
八

一
八
六
一

一
八
六
二

一
八
六
三

一
八
六
四

一
八
六
五

一
八
七
三

一
八
七

一
八
七

一
八
六
九

一
八
六
八

島
津
斉
彬
、
鹿
児
島
本
城
を
国
分
へ
移
す
こ
と
を
検
討
さ
せ
る

川
原
市
野
々
の
架
橋
が
完
成
し
、
川
原
新
田
が
開
か
れ
る

国
分
郷
学
問
所
が
創
立
さ
れ
る
（
元
治
元
年
の
説
も
あ
る
）

敷
根
火
薬
庫
が
造
ら
れ
る
。
牧
之
原
牧
廃
止
さ
れ
る

長
州
征
伐
に
各
郷
よ
り
出
兵
す
る

あ
っ
か
い

郷
士
年
寄
を
曖
と
改
め
る

一
月
、
戊
辰
戦
争
に
国
分
の
各
郷
か
ら
も
出
陣
。
廃
仏
毀
釈
運

動
広
が
る

土
地
利
用
の
制
限
が
解
か
れ
る
。
（
自
由
栽
培
が
認
め
ら
れ
る
）

あ
っ
か
い

六
月
、
曖
．
輿
頭
・
横
目
を
廃
し
、
常
備
隊
を
置
く

八
月
、
藩
内
の
寺
院
を
全
廃
し
、
寺
領
を
没
収
す
る

七
月
、
鹿
児
島
県
を
設
置
。
十
一
月
、
国
分
は
都
城
県
嘲
晩
郡

に
属
す
る

都
城
県
第
十
六
郷
校
を
設
立
（
国
分
小
学
校
の
前
身
）
翌
年
鹿

児
島
県
第
四
十
四
郷
校
と
す
る
。
二
月
、
常
備
隊
廃
止
、
小
隊

長
を
戸
長
に
改
め
る

一
月
、
都
城
、
美
々
津
県
を
廃
し
、
鹿
児
島
県
に
大
隅
国
を
併

合
す
る

都
城
県
第
二
十
七
郷
校
を
、
鹿
児
島
県
第
四
十
八
郷
校
、
東
襲

山
郷
校
設
立
（
東
襲
山
小
前
身
）

翌
年
鹿
児
島
県
第
四
十
九
郷
校
（
清
水
小
前
身
）
、
敷
根
に
郷

校
（
敷
根
小
前
身
）

本
町
分
校
は
第
八
十
郷
校
、
後
年
に
出
水
口
小
・共
駿
小
と
な
る

各
郷
校
は
変
則
小
学
校
と
し
て
発
足

一
八
七
三

一
八
七

一
八
七

一
八
六
九

一
八
六
八

一
八
五
八

一
八
六
〇

一
八
六
二

一
八
六
三

一
八
六
四

一
八
六
六

一
八
六
七

一
月
、
徴
兵
令
が
発
布
さ
れ
る

七
月
、
地
租
改
正
令
が
発
布
さ
れ
る

日
米
修
好
通
商
条
約
を
結
ぶ

桜
田
門
外
の
変
が
お
こ
る

生
麦
事
件
が
お
こ
る

薩
英
戦
争
が
お
こ
る

幕
府
、
長
州
征
伐
を
す
る

薩
長
同
盟
成
る

大
政
奉
還
、
王
政
復
古

一
月
、
戊
辰
戦
争
お
こ
る

三
月
、
五
ケ
条
の
誓
文
発
布
さ
れ
る

三
月
、
神
仏
分
離
令
だ
さ
れ
る

一
月
、
版
籍
奉
還
が
お
こ
な
わ
れ
る

七
月
、
廃
藩
置
県

文
部
省
が
設
置
さ
れ
る

八
月
、
学
制
が
頒
布
さ
れ
る

十
二
月
、
太
陽
暦
と
な
る
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明 代

明
治

明
治

治

明

治

一

八

明
治
一
九

明
治
一
三

明
治
一
四

明
治
一
五

時
―
明
治
一
六

明
治
一
七

年

号

明

治

九

明
治
一
〇

明
治
―
二

一
八
九
〇

一
八
八
九

一
八
八
五

一
八
八
六

一
八
八
〇

一
八
八
一

一
八
八
二

一
八
八
三

一
八
八
四

西

暦

一
八
七
六

一
八
七
七

一
八
七
九

郷

土

の

動

き

五
月
、
地
租
改
正
に
着
手
す
る
が
一

0
年
の
西
南
戦
争
の
た

め
中
止
す
る

二
月
、
西
南
戦
争
が
お
こ
り
、
国
分
地
方
も
戦
場
と
な
る

一
月
、
地
租
改
正
に
再
着
手
す
る

四
月
、
簡
易
小
学
校
が
開
設
さ
れ
る

十
二
月
、
戸
長
選
挙
法
が
公
布
さ
れ
る

二
月
、
県
会
議
員
の
選
挙
が
お
こ
な
わ
れ
る

六
月
、
地
租
改
正
終
了
す
る
。
こ
の
春
、
コ
レ
ラ
が
発
生
し
広
が
る

六
月
、
国
分
郵
便
局
が
開
局
す
る

地
租
改
正
に
よ
り
地
券
を
交
付
す
る

大
暴
風
雨
で
大
被
害
で
る
。
手
籠

III、
大
洪
水
で
石
橋
が
流
出

す
る

人
民
公
選
の
戸
長
を
改
め
、
官
選
戸
長
を
置
く

姫
城
外
四
村
の
役
場
を
合
併
し
て
弟
子
丸
に
置
く

県
蚕
業
組
合
を
組
織
す
る
。
コ
レ
ラ
が
流
行
す
る

国
分
分
署
を
、
国
分
警
察
署
に
昇
格
す
る

農
事
指
導
巡
回
教
師
制
度
き
ま
る
。
大
暴
風
雨
で
、
大
被
害
で
る

四
月
、
市
町
村
制
実
施
さ
れ
、
郷
を
廃
止
し
村
に
改
め
る

東
襲
山
・
清
水
・
国
分
・
東
国
分
・
敷
根
村
が
で
き
る

第
一
回
町
村
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
る
。
九
月
に
青
藍
義
塾
設

立
さ
れ
る

旧
国
道
一

0
号
線
が
開
通
す
る
。
八
月
、
コ
レ
ラ
が
流
行
す
る

府
県
制
、
郡
制
が
公
布
さ
れ
る

一
八
九
〇
一
七
月
、
第
一
回
衆
議
院
選
挙
が
行

わ
れ
る

十
月
、
教
育
勅
語
が
公
布
さ
れ
る

一
八
八
五

一
八
八
六

一
八
八
九

一
八
七
七

一
八
七
九

一
八
八
〇

西

暦

十
二
月
、
内
閣
制
度
が
で
き
る

四
月
、
小
学
校
令
・
中
学
校
令
公

布
さ
れ
る

二
月
、
大
日
本
帝
国
憲
法
が
制
定

さ
れ
る

九
月
教
育
令
を
公
布
（
学
制
を
廃
止
）

十
二
月
、
戸
長
公
選
が
行
わ
れ
る

十
二
月
、
教
育
令
を
改
正
す
る

二
月
、
西
南
戦
争
お
こ
る

中

央

の

動

き
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明 治 時 代

悶 明 明 明 明 明 悶 明 明 開治 治 治 治 治 治 治
四

゜
九 七 ノ＇‘ 四

゜
九 七 五

九 九 九 九 九 八 /¥ 八 /¥ 八

゜゚ ゜゜゚
九 九 九 九 九

七 /『¥ 四 八 七 /＇ ¥ 四

八が二 二 小落成九 /＇ ¥ 四
を二月 道県姶良清水八月ヽ 県内東国駿共月設月 月、 月、 月、

‘J.L ’‘ 月‘村新す月‘ 設開よ浜 ・村 に 分 小

敷屑 さ東 翌 日田る現隼 ， 姶 り之噌咆日日赤痢ヽ 村を
れ国 良

国［ 当:始 'こ国る分
塁 露戦争始 島津家 人・ 郡 分 ・平 農分

に
喜

． の 局 桑用 天 事指 小

畠畜 悶 よ鹿 国 喜 電 原水然に
局 まり 羹

分
信業務襲山 郡統合 路竣 まり 痘‘巡導 合併が が り譲 が

場 胃 設 ‘ら

>
現 塁

線 工‘コ回す
が Ji. ＇ 国れ 門 をがしす国レ教師 る

塁
す さ 分る さ 始開開姶る分ラ
る れ か

旦
駅 れ 通良 かがが

さ ゜ る ら
ヽ

る すす郡 ら広配
れ 国 も ゜ 問 るると もが属
る 分 出

I 晶

の ゜ な 征出るれさ
出 征 鉄 国 る
張 す 道 分 す る

鳳 る が 煙 る
開

i 暑
復 通
旧 す
し る

九 九 九 九 八 八八 八

゜゚ ゜ ゜
九 九九 九

七 五 四

゜
九 五四

年明三 れ九 始開四 二
れる八月‘ 納税者三月 三月 れる年賀 校業学図ニ月‘ 

返 四 四 八

" 
と治月る月 月月 す月月 月
な四‘ ヽ 小 ヽ 、 、、

る十贔よ小令

ポ
校学 露日 小選に直接愛目 郵特便別 中 三下旦 日 悶l 

ツ

国定教科書 戦争はじま
学校令を 挙権を税ー国 人会が 取り 布学校令改

干渉遼国で 和条約苔 清戦争おこ

ヵゞ
マ

I りが ス
義改

喜 改定与え〇円 創設
扱 正

I! 
し) 交

半東島れ るが のる 公る以さ 悶 付 と

胃 使 布上れ ヽ
な

ー/上¥ 、 用 さのる さ 実 をる る
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大
正
一
四

大正

大大大
正正正

大

正

八

時

大
正
一
〇

代

大大大
正正正

七五三

年

号

明
治
四
一

代時治
明
治
四
二

明
治
四
四

明
•99999999999 

大
正
一

一
九
二
五

一
九
二

一
九
二
三

一
九
二
四

一
九

一
九
一
九

西

暦

一
九
〇
八

一
九

0
九

一
九
l

-

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

 

一
九
一
三

一
九
一
四

一
九
一
六

一
九
一
八

三
月
、
大
隅
国
分
寺
跡
、
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
る

六
月
、
郡
制
廃
止
さ
れ
る
。
大
正
一
五
年
に
は
郡
役
所
も
廃
止

さ
れ
る

福
山

・
敷
根

・
隼
人
間
に
乗
合
自
動
車
が
走
る

東
国
分
川
内
小
作
人
四

0
人
は
小
作
料
減
額
を
要
求
し
て
争
議

を
お
こ
す

霧
島

・
隼
人
間
に
乗
合
自
動
車
が
走
る

十
二
月
、
東
嬰
山
村
小
作
人
四
一
四
人
は
小
作
料
五
割
軽
減
を

要
求
し
て
争
議
を
お
こ
す
。
清
水
、
国
分
で
も
小
作
争
議
が
お

こ
る

五
月
、
国
分
実
成
女
学
校
が
設
立
さ
れ
る

郷

土

の

動

き

国
分
地
方
よ
り
北

・
南
米
へ
移
住
者
多
し
。
敷
根
天
然
ガ
ス
発

見
さ
れ
る

十
一
月
、
鹿
児
島

・
八
代
間
鉄
道
全
線
が
開
通
す
る

十
二
月
、
国
分
電
気
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
る
（
資
本
金
五
万
円
）

• 
国
分
実
科
高
等
女
学
校
が
設
立
さ
れ
、
大
正
九
年
高
等
女
学
校

と
な
る

一
月
、
桜
島
が
大
噴
火
、
各
地
で
大
き
な
被
害
が
で
る

実
業
補
習
学
校
が
開
設
さ
れ
る

鹿
児
島
、
都
城
間
に
乗
合
自
動
車
が
走
る

実
業
補
習
学
校
を
中
等
公
民
学
校
に
改
称
（
各
村
に
昭
和
二
年

ま
で
に
開
設
さ
れ
る
）

私
立
国
分
幼
稚
園
が
開
闊
さ
れ
る

一
九
二
五
三
月
、
普
通
選
挙
法
・
治
安
維
持

一
法
が
制
定
さ
れ
る

一
九
二
三
九
月
、
関
東
大
震
災
が
お
こ
る

一
九
二
四
七
月
、
メ
ー
ト
ル
法
の
使
用
を
開
始

一
九
二
〇

一
九
一
四

一
九
一
八

一
九
一
九

一
九

0
八

西

暦

八
月
シ
ベ
リ
ア
出
兵
、
米
騒
動
お

こ
る

五
月
、
直
接
国
税
三
円
以
上
の
納

税
者
に
選
挙
権
を
与
え
る

六
月
ベ
ル
サ
イ
ユ
講
和
条
約
結
ば

れ
る

一
月
、
国
際
連
盟
が
成
立
す
る

八
月
、
第
一
次
世
界
大
戦
が
お
こ
る

中

央

の

動

き

八
月
、
国
営
種
馬
所
牧
園
村
に
設
立

十
月
、
戊
申
詔
書
発
布
さ
れ
る
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昭 和 時 代 大正時代

昭
和
一
四

昭
和
一
三

昭
和

昭
和

昭

和

十

昭

和

七

昭
和

昭
和

＇ ノ‘ 四

一
九
三
八

一
九
三
六

一
九
三
七

一
九
二
九

一
九
三
一

一
九
三
二

一
九
三
五

一
九
三
九

国
分
駅
で
き
る

二
月
、
国
分
町
で
全
国
農
民
組
合
鹿
児
島
県
連
合
第
一
回
大
会

が
開
催

国
分
町
図
書
館
が
発
足
す
る

四
月
、
国
分
高
等
公
民
学
校
が
開
設
さ
れ
る

十
一
月
、
健
児
団
教
育
が
始
ま
る

十
二
月
、
隼
人
・
都
城
間
に
鉄
道
が
開
通
し
、

清
水
・
日
当
山
間
県
道
全
通
す
る

青
年
学
校
開
設
、
青
年
訓
練
所
と
中
等
公
民
学
校
を
解
消
し
て

一
本
化

十
月
、
隼
人
・
国
分
・
古
江
間
に
国
鉄
バ
ス
が
開
通
す
る
。

十
月
、
鹿
児
島
放
送
局
開
設
。
十
一
月
国
分
・
隼
人
地
方
で
陸

軍
大
演
習

県
下
で
初
め
て
社
会
大
衆
党
の
冨
吉
榮
二
が
、
革
新
か
ら
当
選
す
る

三
月
国
防
婦
人
会
で
き
る
。
十
月
国
民
精
神
総
動
員
実
行
委
員

会
が
発
足

東
国
分
村
の
上
井
井
堰
が
竣
工
す
る

三
月
、
本
県
か
ら
も
満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
第
一
陣
が
出
発
す
る

三
月
、
市
町
村
に
銃
後
奉
公
会
が
設
置
さ
れ
る

｀

七
月
、
全
日
本
防
空
協
会
県
支
部
が
発
足
す
る

大
正
一
五

一
九
二
六

四
月
、
国
分
村
が
町
制
を
し
く

七
月
、
青
年
訓
練
所
が
開
設
さ
れ
る

敷
根
簡
易
水
道
が
開
設
さ
れ
る

一
九
三
九

一
九
三
八

一
九
三
六

一
九
三
七

一
九
三
五

一
九

一
九

一
九
三
一

一
九
二
六

一
九
二
六

四
月
、
青
年
学
校
を
義
務
制
に
す
る

五
月
、
「
青
少
年
学
徒
二
賜
リ
タ

ル
勅
語
」
を
公
布
す
る

四
月
、
国
民
総
動
員
法
が
公
布
さ
れ
る

ニ
・
ニ
六
事
件
が
お
こ
る

七
月
、
日
中
戦
争
が
お
こ
る

九
月
、
満
州
事
変
が
お
こ
る

全
国
に
青
年
訓
練
所
が
開
設
さ
れ
る

四
月
、
陸
軍
現
役
将
校
学
校
配
属

令
を
公
布
す
る

七
月
、
ラ
ジ
オ
放
送
が
始
ま
る

四
月
、
幼
稚
園
令
が
公
布
さ
れ
る

五
、
一
五
事
件
が
お
こ
る

色
刷
り
国
定
読
本
の
使
用
を
開
始

す
る

青
年
学
校
令
公
布
（
実
業
補
修
学

校
・
青
年
訓
練
所
廃
止
）
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昭 和 時

昭
和
二
〇

昭
和
一
九

昭
和

一
八

昭
和
一
七

代
一

年

号

昭
和
一
五

一
九
四
五

一
九
四
四

一
九
四

一
七
四

一
月
、
女
子
学
徒
報
国
隊
、
長
崎
方
面
へ
動
員
が
始
ま
る

二
月
、
各
戸
に
防
空
壕
築
造
を
命
ず
る

四
月
、
県
下
に
食
糧
増
産
隊
が
発
足
す
る

八
月
、
国
分
海
軍
航
空
隊
が
発
足
す
る

十
月
、
県
緊
急
防
空
強
化
要
綱
を
決
め
る

三
月
以
降
、
国
分
海
軍
航
空
隊
よ
り
、
特
攻
機
が
出
撃
す
る

三
月
以
降
、
県
内
各
地
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
空
襲
が
激
し
く
な
る

四
月
、
県
下
国
民
学
校
、
四
月
一
六
日
か
ら
月
末
ま
で
低
学
年

の
臨
時
休
校
を
決
定
す
る

四
月
十
六

・
七

・
八
日
、
米
空
軍
国
分
地
方
空
襲
、
飛
行
場
周

辺
大
被
害
で
る
。

被
災
者
は
山
手
な
ど
に
避
難
し
、
防
空
壕
生

活
を
始
め
る

国
分
海
軍
航
空
隊
飛
行
場
の
建
設
が
始
ま
り
、
小
村
（
広
瀬
）

•

福
島
・
松
木
・

野
口
集
落
の
一
部
が
強
制
移
転
さ
せ
ら
れ
る

一
月
、
学
校

・
婦
人
団
体
で
竹
槍
訓
練
が
始
ま
る

八
月
、
県
男
子
学
徒
報
国
隊
、
長
崎
方
面
そ
の
他
に
動
員
が
始

ま
る

十
二
月
、
農
会

・
畜
産

・
茶
業

・
養
蚕
の
各
組
合
が
合
併
し
農

業
会
と
な
る

西

暦

郷

土

の

動

き

一
九
四

0
1＝一月
、
県
内
各
学
校
に
海
洋
少
年
団
設
立
が
指
示
さ
れ
る

十
一
月
、
各
地
で
紀
元
二
六

0
0年
奉
祝
式
典
が
行
わ
れ
る

一
九
四
五
一
月
、
最
高
諏
争
指
導
会
議
、
本

土
決
戦
等
の
争
方
針
を
決

定
す
る

三
月
、
国
民
勤
労
動
員
令
公
布
さ

れ
る

五
月
、
戦
時
教
育
令
公
布
、
学
徒

動
員
強
化
さ
れ
る

一
九
四
四

一
九
四

一
九
四

一
九
四

四
月
、
国
民
学
校
が
発
足
し
、
義

務
教
育
八
か
年
と
な
る

十
二
月
、
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
る

二
月
、
大
日
本
婦
人
会
が
結
成
さ

れ
る

二
月
、
衣
料
配
給
切
符
制
と
な
る

六
月
、
男
子
学
徒
、
七
月
、
女
子

学
徒
の
動
員
を
決
定
す
る

十
二
月
、
第
一
回
学
徒
兵
が
出
陣

す
る

十
二
月
、
徴
兵
年
齢
を
一
年
短
縮

す
る

一
月
、
学
徒
勤
労
令
が
公
布
さ
れ
る

二
月
、
中
学
生
徒
の
卒
業

一
年
短
縮

八
月
、
家
庭
用
砂
糖
配
給
停
止
と

な
る

十
月
、
十
八
歳
以
上
を
兵
役
に
編
入

西

暦

中

央

の

動

き

一
九
四

0
一
十
月
、
大
政
翼
賛
会
が
で
き
る
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昭和時代

八

互
五
日

塁
が
終
わ
る

゜

平八さ八と六れ六

戦洋争月‘れる月‘ る月‘ る月‘ 

ポ広島 国国

がツ 戦場民 民義終ダ ・

わる宣ム 長綺 化 兵悶勇
言 に 具仇置
受諾爆原 公

‘投布
太 下 を さ
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蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
・
鍛
冶
屋
馬
場
遺
跡
』
国
分

市
教
育
委
員
会
一
九
八
九
年

『牧
園
町
郷
土
誌
』
牧
園
町
郷
土
誌
編
纂
委
員
会
平
成
三
年

『
南
九
州
古
代
ロ
マ
ン
』
中
村
明
蔵
丸
山
学
芸
図
書
平
成

三
年

『
南
九
州
の
墳
墓
j

鹿
児
島
県
歴
史
史
料
セ
ン
タ
ー

十
三
年

第
四
編

『姶
良
地
方
の
研
究
第
三
巻
』
松
山
雅
雄

範
学
校
昭
和
十
年

『
一
外
交
官
の
見
た
明
治
維
新
』
ア
ー
ネ
ス
ト

・
サ
ト
ウ

『沖
縄
県
史
』

一
九
八
九
年
復
刻
刊

鹿
児
島
女
子
師

図
書
刊
行
会

昭
和
六

『沖
縄
の
歴
史
』
宮
城
栄
昌
日
本
放
送
協
会

『沖
縄
の
歴
史
と
文
化
』
外
間
守
善
中
公
新
書

『
鹿
児
島
県
史

•

第
一
巻
』

鹿
児
島
県
昭
和
十
四
年

『
鹿
児
島
県
史
•

第
二
巻
』
鹿
児
島
県
昭
和
十
五
年

『鹿
児
島
県
史
料
旧
記
雑
録
後
編
四
』
鹿
児
島
県

『鹿
児
島
県
農
地
改
革
史
』
鹿
児
島
県
昭
和
五
十
年

『鹿
児
島
県
の
お
い
た
ち
』
面
高
正
俊
鹿
児
島
県
中
学
校
社

会
科
教
育
研
究
会
一
九
八
三
年

『鹿
児
島
県
の
歴
史
』
原
口
虎
雄

山
川
出
版
社
一
九
七
三

年『鹿
児
島
の
歴
史
』
鹿
児
島
県
社
会
科
教
育
研
究
会
高
等
学
校

歴
史
部
会
編
大
和
学
芸
図
書

昭
和
五
十
五
年

『鹿
児
島
県
の
歴
史
散
歩
』
鹿
児
島
県
高
等
学
校
歴
史
部
会
編

山
川
出
版
社
一
九
九
二
年

『鹿
児
島
県
地
下
資
源
概
観
』
鹿
児
島
県

『鹿
児
島
県
林
業
史
特
別
史
料
』
鹿
児
島
県
林
業
史
編
纂
協

議
会
平
成
五
年

『鹿
児
島
大
百
科
事
典
』
南
日
本
新
聞
社
昭
和
五
十
六
年

『鹿
児
島
百
年
』
（
上
）
南
日
本
新
聞
社

『郷
土
の
く
ら
し
』
南
日
本
新
聞
（
一
九
五
六
年
五
月
八
日
付
）
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講
談
社

『郷
土
史
研
究
会
誌
三
号
』
「
古
碑
文
集
録
」
吉
永
吉
夫

人
町
郷
土
史
研
究
会
昭
和
三
十
四
年

『近
世
薩
琉
関
係
史
の
研
究
』
喜
舎
場
一
隆
図
書
刊
行
会

『国
分
商
工
会
ニ
ュ
ー
ス
国
分
い
ま
む
か
し
国
分
た
ば
こ
』

『国
分
の
史
跡
』
国
分
小
学
校
昭
和
十
五
年

『国
分
の
歴
史
散
歩
』
本
田
潔
国
分
市
民
報
に
連
載
ー'

『
薩
藩
海
軍
史
』
公
爵
島
津
家
編
纂
所
昭
和
三
年

『
薩
摩
史
談
集
』
重
野
安
繹

・
小
牧
昌
業
昭
和
四
十
三
年

『
敷
根
火
薬
製
造
所
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
鹿
児
島
県
立
国
分

高
等
学
校
郷
土
研
究
ク
ラ
ブ
一
九
八
九
年

『
島
津
歴
代
略
記
』
島
津
顕
彰
会
昭
和
六
十
年

『
庄
内
軍
記
』
安
藤
緑
江
庄
内
軍
記
刊
行
会
昭
和
七
年

『調
所
広
郷
』
芳
即
正
吉
川
弘
文
館
昭
和
六
十
二
年

『西
藩
野
史
』
得
能
通
昭

『
大
正
十
三
年
県
下
贈
位
十
六
士
小
伝
』
鹿
児
島
県
贈
位
奉
告

祭
典
委
員
会
（
島
津
久
通
の
林
業
功
績
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
）

『
大
日
本
農
政
類
編
巻
之
十
』
「
山
林
」
農
商
務
省
農
務
局
纂

訂
明
治
三
十
五
年
（
慶
応
の
末
年
ま
で
の
農
政
の
事
実
を
類

別
に
編
纂
し
た
も
の
）

『た
ば
こ
お
も
し
ろ
カ
タ
ロ
グ
図
鑑
』

隼

第
五
編

『
鹿
児
島
県
史

鹿
児
島
県
立
図
書
館
蔵

『
財
部
郷
土
誌
』
財
部
郷
土
誌
編
纂
委
員
会

『
鉄
砲
史
研
究
一
七
七
号

・
一
七
九
号
・
一
八
一
号
・

ニ
ニ

四
号
』
「
鹿
児
島
県
敷
根
火
薬
製
造
所
」
川
越
重
昌
一
九
八

六
＼
一
九
九

0
年

『日
本
史
』
井
上
光
貞
他
山
川
出
版
社
昭
和
六
十
二
年

『日
本
宗
教
総
覧
』
山
折
哲
雄
新
人
物
往
来
社
平
成
四
年

『日
本
史
用
語
辞
典
』
柏
書
房
一
九
九
二
年

『日
本
史
分
類
年
表
』
東
京
書
籍
一
九
八
九
年

『幕
末
の
薩
摩
』
原
口
虎
雄
中
公
新
書
昭
和
四
十
一
年

『隼
人
町
の
歴
史
』
隼
人
町
教
育
委
員
会
平
成
三
年

『
広
瀬
の
う
つ
り
か
わ
り
塩
田
』
広
瀬
公
民
館

『
幕
末
外
交
談
』
田
辺
太
一
東
洋
文
庫

『万
有
百
科
大
辞
典
第
五
巻
日
本
史
』
「
江
戸
時
代
」
小
学

館
昭
和
四
十
八
年

『
明
治
以
前
日
本
土
木
史
』
佃
土
木
学
会
編
佃
土
木
学
会

和
十
一
年

『
琉
球
征
伐
日
記
』
市
来
孫
兵
衛

第
三
巻
』
鹿
児
島
県

昭
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『鹿
児
島
県
史
第
四
巻
』
鹿
児
島
県
昭
和
十
八
年

『鹿
児
島
県
史
別
巻
』
鹿
児
島
県
昭
和
十
八
年

『
鹿
児
島
県
民
の
百
年
』
芳
即
正
編
著
作
社

『
鹿
児
島
県
の
歴
史
』
原
口
虎
雄

山
川
出
版
社

『
鹿
児
島
の
歴
史
』
鹿
児
島
県
社
会
科
教
育
研
究
会

・
鹿
児
島

県
高
等
学
校
歴
史
部
会
昭
和
五
十
五
年

『鹿
児
島
と
維
新
』
鹿
児
島
県
明
治
百
年
記
念
事
業
委
員
会

昭
和
四
十
二
年

『鹿
児
島
農
地
改
革
史
』
鹿
児
島
県
昭
和
五
十
年

『鹿
児
島
百
年
』
「
幕
末
編
」
南
日
本
新
聞
社
編
春
苑
堂
書
店

『解
題
日
本
史
』
永
原
慶
二
学
生
社

『鹿
児
島
日
報
』
昭
和
十
九
年
八
月
二
十
六
日

『鹿
児
島
県
史
第
二
巻
』
鹿
児
島
県
昭
和
十
六
年

『鹿
児
島
県
史
第
五
巻
』
鹿
児
島
県
昭
和
四
十
二
年

『鹿
児
島
県
農
事
調
査
』
原
口
虎
雄
編
纂
昭
和
五
十
五
年

『鹿
児
島
県
の
林
業
』
鹿
児
島
県
昭
和
十
年

『郷
土
史
』
上
野
繁
昭
和
十
年

『国
分
郷
土
誌
』
国
分
町
昭
和
十
年

『清
水
村
郷
土
誌
資
料
第
一
巻
』

『清
水
村
々
是
』
明
治
三
十
八
年

昭
和
三
十
三
年

昭
和
二
十
七
年

『新
絹
日
本
史
』
原
書
房
（
高
校
用
教
科
書
）

『軋
皮
本
土
決
戦
準
備
②
』
防
衛
庁
防
衛
研
修
所
戦
史
室

叢
書

昭
和
四
十
七
年

『大
正
三
年
桜
島
噴
火
記
事
』
九
州
鉄
道
管
理
局
大
正
三
年

『町
勢
要
覧
』
国
分
町
大
正
十
五
年

『地
租
改
正
』
日
本
歴
史
学
会
吉
川
弘
文
館
昭
和
四
十
三

年『
日
本
史
』

井
上
光
貞
他
山
川
出
版
社
昭
和
六
十
二
年

『
日
本
馬
政
史
』
定
刻
競
馬
協
会
昭
和
三
年

『日
本
林
業
発
達
史
』
（
上
巻
）
林
業
発
達
史
調
査
会

店
昭
和
三
十
五
年

『東
国
分
村
郷
土
資
料
』
東
国
分
村
教
育
委
員
会

『東
襲
山
村
誌
』
東
襲
山
村
昭
和
九
年

『プ
ラ
ジ
ル
移
民
史
五
十
年
』
入
江
虎
次

『丸
』
潮
書
房
昭
和
五
十
六
年

『林
業
政
策
』
島
田
錦
蔵
朝
倉
書
房

昭
和
五
年

伏
見
書
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上
巻

・
資
料
編
の
編
集
を
終
え
て

国
分
市
は
昭
和
三
十
年
(
-
九
五
五
）
市
制
施
行
以
後
、
平
成

七
年
（
一
九
九
五
）
で
四
十
周
年
を
迎
え
た
。
こ
れ
を
記
念
す
る
事

業
の
一
っ
と
し
て
、
新
郷
土
誌
を
発
刊
す
る
こ
と
が
企
画
さ
れ
た
。

す
で
に
本
市
は
昭
和
三
十
五
年
と
四
十
八
年
に
郷
土
誌
を
刊
行

し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
当
時
の
先
輩
学
兄
に
よ
る
価
値
高
い
内
容

を
持
っ
た
労
作
で
あ
る
。
し
か
し
四
十
八
年
以
後
二
十
二
年
を
経

過
し
、
こ
の
間
に
お
い
て
、
考
古
学
上
の
新
発
見
や
、
史
学
の
新

視
点
で
の
研
究
の
深
ま
り
も
み
ら
れ
、
ま
た
市
の
変
貌
に
も
著
し

い
も
の
が
あ
り
、
前
記
の
企
画
と
な
っ
た
次
第
で
あ
る
。

平
成
五
年
二
月
に
郷
土
誌
編
纂
委
員
会
、
編
纂
専
門
委
員
会
が

発
足
し
、
編
纂
事
務
局
を
市
立
図
書
館
三
階
に
設
け
た
。
当
初
は

現
代
の
視
点
に
立
っ
て
前
郷
土
誌
を
部
分
改
訂
す
る
と
い
う
方
針

で
あ
っ
た
が
、
つ
ぶ
さ
に
検
討
を
加
え
て
い
く
う
ち
に
全
面
改
訂

の
声
が
高
ま
り
、
上
巻
・
下
巻

・
資
料
編
の
三
分
冊
か
ら
な
る
新

郷
土
誌
を
発
刊
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

編
纂
執
筆
事
業
を
推
進
す
る
た
め
の
組
織
を
下
図
の
よ
う
に
定

あ

と

が

き

編纂委員会

編纂事務局

編纂専門委員会

編纂協力委員

郷土誌編纂組織図
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水

中

生

物

古
代
•
発
掘

発
掘
（
国
分
）

西
南
戦
争
・

明
治
初
年
行
政

め
た
。次

い
で
左
記
の
基
本
方
針
や
、
編
纂
専
門
委
員
の
執
筆
分
野
を
定
め
た
。

●
全
面
改
訂
の
方
向
で
編
集
す
る
が
、
既
刊
の
郷
土
誌
の
内
容
を
で
き
る
だ
け
活
用
す
る
。

●
読
者
が
理
解
し
や
す
い
文
章
を
心
が
け
、
市
民
が
利
用
し
や
す
く
、
ま
た
学
術
的
研
究
に
も
耐
え
う
る
も
の
と
す
る
。

●
公
正
な
史
実
に
基
づ
き
、
偏
ら
な
い
内
容
の
も
の
を
客
観
的
視
点
で
記
述
す
る
。

●
で
き
る
だ
け
広
く
資
料
を
収
集
す
る
。

●
用
字
・
用
語
に
は
細
心
の
注
意
を
払
い
、
統
一
を
図
る
。

特
に
上
巻
・
資
料
編
の
執
筆
、
古
文
書
の
解
読
等
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
そ
の
道
に
お
け
る
県
下
の
碩
学
の
先
生

方
に
ご
依
頼
し
た
。
先
生
方
は
多
忙
な
中
を
時
間
を
割
い
て
玉
稿
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
感
謝
の
ほ
か
は
な
い
。
（
敬
称
略
）

総

監

修

五

味

克

夫

（

鹿

児

島

女

子

大

学

）

地
形
・
地
質
成
尾
英
仁
’
（
県
立
博
物
館
）

自

然

災

害

下

川

悦

郎

（

鹿

児

島

大

学

農

学

部

）

植

物

沢

津

川

稔

（

植

物

研

究

家

）

鳥

類

江

口

玄

（

江

口

整

形

外

科

院

長

）

蝶

若

松

昭

伸

（

国

分

市

役

所

）

江
平
憲
治
（
錦
江
湾
高
校
）

鈴
木
広
志
（
鹿
児
島
大
学
水
産
学
部
）

新
東
晃
一
（
県
埋
蔵
文
化
セ
ン
タ
ー
）

鈴
木
順
一
（
国
分
市
教
育
委
員
会
）

卜

ン

ボ

平
田

信
芳
（
郷
土
史
家
）
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古

文

書

解

読

誠
（
中
種
子
高
校
）

露
勝
男
（
画
家
）

宮
下
満
郎
（
維
新
ふ
る
さ
と
館
）

江
平
望
（
郷
土
史
家
）

同

前

床

重

治

（

鹿

児

島

中

央

高

校

）

な
お
、
総
監
修
の
五
味
先
生
に
は
、
素
人
集
団
で
あ
る
私
共
の
原
稿
を
丹
念
に
監
修
し
て
い
た
だ
き
、
含
蓄
の
あ
る
ご
指
導
を

賜
っ
た
。
滋
味
あ
ふ
れ
る
先
生
の
ご
指
導
に
対
し
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

◇
 

上
巻
編
集
中
に
私
共
は
三
人
の
仲
間
を
失
っ
た
。

本
田
潔
編
纂
協
力
委
員
（
平
成
七
年
一

0
月
逝
去
）

東
勝
美
編
纂
専
門
委
員
（
平
成
八
年
三
月
逝
去
）

池
田
文
哉
編
纂
協
力
委
員
（
平
成
八
年
六
月
逝
去
）

さ
ら
に
肥
後
芳
尚
編
纂
専
門
委
員
も
平
成
八
年
三
月
に
辞
任
さ
れ
た
。

資
料
の
不
足
・
散
逸
・
入
手
困
難
、
欠
員
に
よ
る
執
筆
量
の
増
加
、
締
め
切
り
時
間
に
追
わ
れ
て
の
推
敲
な
ど
、
力
不
足
を
嘆
じ

つ
つ
も
ど
う
に
か
上
巻
・
資
料
編
を
上
梓
す
る
運
び
と
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
市
ご
当
局
や
関
係
機
関
の
ご
指
導
、
市
民
の
方
々
の

ご
協
力
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
て
あ
と
が
き
の
稿
を
閉
じ
る
こ
と
に
す
る
。
な
お
全
般
的
な
編
集
後
記
は
下
巻
で
述
べ
た
い
。
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